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研究員　研 究 業 績 一 覧
（2013 年 4 月～ 2014 年 3 月）
大 学　 子 ど も 学 部 子 ど も 学 科
―  白梅学園大学・白梅学園短期大学　学長 ―
汐　見　稔　幸（教育学）
（著書）
1 . 「福祉教科書 保育士完全合格テキスト 下 
2014 年版」　保育士試験対策委員会 著　
    汐見稔幸 監修　2013 年 11 月
2 . 「本当は怖い小学一年生」　ポプラ新書　
2013 年 9 月
3 . 「子どもを「人間としてみる」ということ : 
子どもとともにある保育の原点」共著　
    子どもと保育総合研究所　2013 年 12 月
4 . 「しっかり身につくマナー絵本」
    汐見稔幸監修　成美堂出版　2014 年 3 月
ほか多数
＜学会・社会的活動＞
・ 日本教育学会常任理事
・ 臨床育児・保育研究会　主宰
・ 日本保育学会理事
・ NPO法人あいぽーと理事
・ 子ども環境学会副理事
・ 日本赤ちゃん学会理事
・ 家庭教育支援の推進に関する検討委員会委員
・ 学校法人東京シューレ学園　東京シューレ葛飾
中学校理事
・ 放送倫理・審査向上機構　放送と青少年に関す
る委員会委員
2.  曲タイトル：『夢のエレベーター』作詞：福山
啓子，作曲：小林光，ピアノ編曲：秋山治子
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本音楽教育学会
・ 日本音楽学会
・ 日本音楽療法学会
・ 日本声楽発声学会
・ 日本赤ちゃん学会
・ 日本音楽著作権協会（作曲部門）　準会員　
・ 日本ハンドベル連盟（個人会員）
金　子　尚　弘（心理学）
（学術論文）
1 .  聴覚に障がいのある学生へのＩＣＴによる支
援システム　白梅学園大学・短期大学　「情
報教育研究No17」　1-9　平成 26 年 3月
＜学会・社会的活動＞
・ 私立大学情報処理教育協会FD 情報技術講習会
委員会委員
・ 私立大学情報処理教育協会 IT 活用委員会心理
学部門委員
・ 財団法人社会教育協会理事
・ 財団法人嬉泉評議員
・ 社会福祉法人黎明会苦情解決委員会委員長
倉　澤　壽　之（心理学）
（学術論文）
1 .  ネットコミュニケーションとその教育への応
用に関する最近の研究動向　平成 26 年３月　
白梅学園大学・短期大学「情報教育研究 17
号」 15-22
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理学会
・ 日本応用心理学会
秋　山　治　子（音楽学・幼児音楽教育）
（その他）
・舞台にて初演（２曲）　（於）ルネ小平　大ホール
（14時～16時半）
1 .  曲タイトル：『あしたは元気』作詞：福山啓子，
作曲：二本松はじめ，ピアノ編曲：秋山治子
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・ 日本社会心理学会
・ 日本教育工学会
近　藤　幹　生（保育学）
（著書）
1 . 『新版　挑まぬものに発達なし』共編著，か
もがわ出版， 2013 年 10 月
2 . 『子どもと社会の未来を拓く家庭支援論』共
著，青踏社， 2014 年 3 月
（学術論文）
1 .  雑誌論文「保育現場の実態を見つめる～待機
児童，新制度問題にふれて～」単著
（『労働調査』2013 年 10 月労働調査協議会）
（学会発表など）
1 . 「実践をつなぐ保育内容学の創造をめざす～
保育内容学の体系とその本質を実践学からア
プローチする～」共同　2013 年 5 月
　　日本保育学会第 66 回大会自主シンポジウム 
「公開シンポジウム　幼児教育の本質を問う
～保育の質と保育制度の方向性～」共同
2 .  日本ペスタロッチ・フレーベル学会　2013
年度大会
（講師）
4月和光市組合研修会
5月川崎市園長研修会
6月東京都社会福祉協議会保育研究大会
6月国際ボンデイング協会研修会
8月全国保育団体合同研究集会分科会世話人
11 月川崎市保育士会研修会
12 月埼玉県私立保育園連盟研修会
2014 年 2 月全国保育士研修会
（行政との連携）
・ 東村山市保育所あり方検討会会長（2013 年 5
月迄）
・ 東村山市子ども・子育て会議職務代理者（2013
年 7 月，現在に至る）
・ 三鷹市社会福祉事業段三鷹駅前保育園運営委員
( 現在に至る )
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本教育学会
・ 関東教育学会
・ 幼児教育史学会
・ 日本ペスタロッチ・フレーベル学会
・ 総合人間学会
・保育内容学会（準備会）
・ OMEP日本委員会
・ 保育研究所会員
佐　々　加代子（児童学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本音声医学会
・ 日本保育学会
・ 日本特殊教育学会
・ 日本語教育学会
・ 日本心理学会
・ 日本乳幼児教育学会
・ 日本応用心理学会
・ 日本ストレス学会
・ 日本教育工学会
・ 言語・発達臨床相談 (0 歳児から青年期まで )
・ 乳幼児の発達相談活動
・ 幼稚園，保育園からの要請による子どもたちの
発達・臨床相談
・ 江戸川区立清新第一小学校きこえとことばの教
室　「コミュニケーションの力を育てる指導の
工夫；読み書きに課題のある子ども」
・ 江戸川区立特別支援教育部難言分科会，区難言
主宰研究授業
・ ファミリー・サポート・センター講習会講師　
東京都千代田区，国分寺市，昭島市，武蔵村山
市，福生市，東村山市，埼玉県入間市
・ 武蔵野市子育て支援講座講師
・ NPO法人ひまわりまま子育て支援サポーター
養成講座講師
・ 特別支援サポーター育成講座講師「障害児との
コミュニケーション」
・ 白梅学園内子育て広場紅茶の会主幹
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・ 武蔵村山市子ども子育て会議会長
・ 福生市子ども子育て審議会会長
・ 瑞穂町子ども子育て会議会長
髙　田　文　子（教育学）
（著書）
1 .  小山みずえ著『近代日本幼稚園教育実践史の
研究』（『教育学研究』所収書評）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本教育史学会
・ 幼児教育史学会監事
・ 日本乳幼児教育学会
・ 日本教育史研究会
・ 教育史学会
・日本教育学会
長谷川　俊　雄（社会福祉）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会
・ 日本医療社会福祉学会
・ 日本精神障害者リハビリテーション学会
・ 日本精神保健福祉学会
・ 神奈川県社会福祉協議会　日常生活自立支援事
業契約締結審査会委員長
・ 小平市地域保健福祉推進会議　委員長
・ 愛知県ひきこもり Eメール相談事業　監修責
任者
・ 東京都中部総合精神保健福祉センター　思春期
青年期相談援助事業・アディクション相談援助
事業　スーパーバイザー
・ 川崎市児童相談所（中央・中部・北部）スーパー
バイザー
・ 川崎市高津区役所・保健福祉センター　児童家
庭課　スーパーバイザー
・ 愛知県ひきこもり支援対策協議会　委員
・ NPO 法人つながる会代表理事
・ NPO 法人フリースペースたまりば　副理事長
・ 講演・研修講師　多数
平　賀　明　彦（日本近現代史）
（学術論文）
1 . 「非攻」・「兼愛」に見る非戦の成り立ち－平
和論の源流に遡って　平成 25 年 3 月　白梅
学園大学・短期大学　教育・福祉研究センター
「研究年報第 18 号」
2 .  都市の経済発展と近郊農村－ 1920 ～ 30 年
代，大阪市周辺農村の事例から　平成 26 年
3 月　白梅学園大学・短期大学　「紀要第 50
号」
＜学会・社会的活動＞
・ 歴史学研究会
・ 歴史科学協議会
・ 日本史研究会
・ 政治経済学・経済史学会
・ 歴史学会
・ 新潟県史学会
・ 新潟県南魚沼郡六日町町史編纂委員会委員
増　田　修　治（臨床教育学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本カリキュラム学会
・ 日本教育実践学会　
・ 日本安全教育学会
・ 日本教師教育学会
・ 日本標準教育研究所理事　
・ 板橋区保育園　園内継続研究指導員
・ 江戸川区立西一之江小学校　校内研究講師
・ 福生市立福生第五小学校　東京都委嘱研修講師
・ 日本個性化教育学会
・ アメリカ教育学会
松　本　園　子（保育・児童福祉学）
（著書）
1 .  証言・戦後改革期の保育運動－民主保育連盟
の時代　2013 年 5 月　新読書社
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本社会福祉学会
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・ 社会事業史学会
・ 東京社会福祉史研究会
村　田　　　務（健康教育学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本学校保健学会
・ 日本小児保健学会
・ 日本体育学会
・ 日本保健医療行動科学会
・ 保健教材研究会
・ 日本健康教育学会
・ 日本公衆衛生学会
・ 日本教育保健学会
・ 日本保育園保健協議会
師　岡　　　章（保育学）
（その他）
1 . 「げんきにぱくぱく」（指導）『キンダーブッ
ク１』2013年 4月号～2014年 3月号，フレー
ベル館
2 ． 「すくすくしょくいく」（指導）『キンダーブッ
ク２』2013年 4月号～2014年 3月号，フレー
ベル館
3 ．「チャレンジしょくいく」（指導）『キンダーブッ
ク３』2013年 4月号～2014年 3月号，フレー
ベル館
4 ． 「季節と行事　文化を味わう食育①～⑫」『保
育ナビ』2013 年 4 月号～ 2014 年 3 月号，
フレーベル館
5 ．「保育者同士の良い関係を築くために　No.13
～ No.24」『月刊健』2013 年 4 月号～ 2014
年 3 月号，日本学校保健研修社
6 . 「0 歳児～ 5歳児　保育園，3歳児～ 5歳児，
異年齢の年間指導計画と月案」（監修）『保
育のひろば　保育の計画』2013 年 4 月号～
2014 年 3 月号，メイト
7. 「保育の一環としての食育～食の重要性を考
える」『ぜんほきょう nursery』2013 年 5 月
号 (No.241)，全国社会福祉協議会
8. 「お泊まり保育　大成功のコツ」『保育のひろ
ば　7月号』2013年7月号(第34巻第４号)，
メイト
9. 「輝け！男性保育者⑮　多様な役割と現場の
活性化」『遊育 U-IKU 』Vol.21 No.11( 通巻
473 号 )，遊育
10. 「座談会　幼児期はからだ観や生への意識を
育てるスタート－生活体験を通して子どもの
疑問にこたえよう！」『季刊セクシャリティ』
2013 年 7 月号　No.62，エイデル研究所
11. 「文化としての食も大切に」『子育て支援と心
理臨床増刊第２号／生きる力を育む食育』，
福村出版
12. 「保育所と小学校との連携のあり方－食育を
中心として－」『こどもの栄養』平成 26 年 2
月号 ( 第 698 号 )，こども未来財団
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本教育学会
・ 日本教育方法学会
・ 日本乳幼児教育学会
・ 日本カリキュラム学会
・ 日本子ども社会学会
・ 日本栄養改善学会
・ 幼児教育史学会会員
・ 日本保育学会『保育学研究』編集協力委員
・ 日本乳幼児教育学会『乳幼児教育学研究』編集
協力委員
・ 小平市子ども・子育て審議会会長
・ 東京都社会福祉協議会保育部会調査研究委員会
講師
佐　藤　正　志（小学校教育・教育経営）
（著書）
1 . 「学校図書館を活用した学習指導実践事
例集」日本学校図書館学会編　　共著　 
2013.4　　　教育開発研究所
2 . 「これからの学校運営組織への展望」　　編著　
2013.4　　　東京教育研究所
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3 . 「社会科における防災教育の進め方」　　共著　
2013.10　　東京書籍
4 . 「新しい時代を切り拓く教育経営」　　　共著　
2014.1　　一水教育研究所
（その他）
1 .  教員の資質・能力－何を，どう育てるのか　
単著　2013.6　　「週刊教育資料」Ｎｏ 1256
2 .  地域との連携―学校地域支援本部をめぐって　
単著　2013.9　　「週刊教育資料」Ｎｏ 1256
3 .  特別な支援を求める子ども・保護者への対
応　　単著　2013.12　　　「週刊教育資料」
Ｎｏ 1277
4 .  小中連携教育－打開への道を考える　　単著　
2014.3　　「週刊教育資料」Ｎｏ 1288
5 .  多忙感の解消を目指す　　単著　2014.3　
「Edu　News」 Ｎｏ 56
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会科教育学会
・ 全国社会科教育学会
・ 日本学校図書館学会理事　兼研究委員長
・ 町田地方史研究会，町田の地名編集委員
・ 一水教育研究所　調査資料作成部長
・ 東京教育研究所　主任研究員
・ 中野区学校評価検討委員会委員
・ 狛江市教育委員会の自己点検及び評価に関する
審査委員会委員長
成　田　弘　子（メディアリテラシー教育）
＜学会・社会的活動＞
・ 蕨市男女平等推進市民会議会員
・ NPO法人子どもとメディア会員
・ 「子どもとメディア関東」事務局
・ さいたま教育文化研究所幼年教育研究委員会代
表
・ 「子ども白書」子どもとメディア領域編集委員
市　川　奈緒子（発達臨床学）
（著書）
1 . 「保育の心理学ワークブック」本郷一夫編著　
共著　平成 26 年 1月　建帛社
（学術論文）
1 .  子どもに添う教材作成と学習支援の可能性～
書字困難を抱える児童の事例から～　平成
25 年 8月　白梅学園大学・短期大学　教育・
福祉研究センター「研究年報 17 号」
2 .  不登校に関する一考察～発達障害との関連か
ら見えてくるもの～　平成 26 年 3 月　白梅
学園大学・短期大学　「紀要 50 号」
（学会発表）
1 . 「小学校の通常学級における特別な支援を要
する児童を担任する教師の学級運営に関する
一考察」　平成 25 年度　日本教育心理学会　
第 55 回総会　林廣徳　市川奈緒子
2 . 「子どもに添う教材作成と学習支援の可能性
～書字困難を抱える児童の事例から～」　平
成 25 年度　日本ＬＤ学会　第 22 回大会　
関暁子　五十嵐元子　市川奈緒子
3 . 「不登校状態にある発達障害生徒の学習支援
（１）アセスメントと支援の実際」　五十嵐
元子　市川奈緒子　加藤千春
4 . 「不登校状態にある発達障害生徒の学習支援
（２）支援の枠組みと他機関連携」市川奈
緒子　五十嵐元子　加藤千春　平成 25 年度　
日本発達心理学会　第 25 回大会
＜学会・社会的活動＞
・ 日本発達心理学会会員
・ 日本発達障害学会会員
・ 日本教育心理学会会員
・ 臨床発達心理士会会員
・ 臨床心理士会会員
・ 小平市教育委員会公立小中学校チーフ巡回相談
員
・ 小平市教育委員会特別支援教育専門委員
・ 社会福祉法人正夢の会 非常勤職員
・ 社会福祉法人六踏園　皐月保育園スーパーバイ
ザー
首　藤　美香子（児童文化論・比較保育教育学）
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（学術論文）
1 .  現 代 思 想 の 潮 流 と 子 ど も 学 (Childhood 
Studies)　 白梅学園大学・短期大学年報 18
号 研究報告　平成 26 年　査読あり
2 .  子ども研究の新潮流― Childhood Studies を
中心に―*A Cross Disciplinary Approach to 
Children and Childhood　白梅学園大学短大
紀要第 50 号　平成 26 年　査読あり
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 幼児教育史学会
・ 日本子ども学会
中　林　俊　明（理科教育）
（学術論文）
1 . 「小学校教員に対する地学教育の意識調査―
学ぶ機会の充実と指導力向上に向けて―」『科
学教育研究』第 37 巻第３号，pp.256-263．
日本科学教育学会，2013.9．
＜学会・社会的活動＞
・ 日本理科教育学会
・ 日本地学教育学会
・ 日本科学教育学会
・ 日本気象学会
松　永　静　子（保育学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本乳幼児教育学会
・ こども環境学会
・ 臨床育児保育研究会（機関紙エデュカーレを発
行）
内　藤　千　尋（小学校教育）
（学術論文）
1 .  髙橋智・井戸綾香・田部絢子・内藤千尋・小
野川文子・竹本弥生・石川衣紀：本人・当事
者調査から探るアスペルガー症候群等の発達
障害の子ども・青少年のスポーツ振興の課
題，『SSFスポーツ政策研究』第 2巻 1号，
pp.204-213，公益財団法人笹川スポーツ財
団，2013 年 4 月（審査制学術誌）
2 .  東京学芸大学高橋智研究室東日本大震災被災
地域調査班（髙橋智・田部絢子・松本直巳・
山下揺介・内藤千尋・石川衣紀・石井智也）：
東日本大震災と特別支援教育の課題―被災地
域の教育委員会・避難所調査から―，『特殊
教育学研究』第 51 巻 2 号，pp.171-176，一
般社団法人日本特殊教育学会，2013 年 7 月
（審査制学会誌）
3 .  内藤千尋・田部絢子・髙橋智：自立に困難を
抱える発達障害青年の実態と支援の課題―
全国自立援助ホーム職員調査を通して―，
『SNE ジャーナル』第 19 巻 1 号，pp.175-
186，日本特別ニーズ教育学会，2013 年 10
月（審査制学会誌）
4 .  髙橋智・井戸綾香・田部絢子・石川衣紀・内
藤千尋：発達障害と「身体の動きにくさ」の
困難ニーズ―発達障害の本人調査から―，『東
京学芸大学紀要総合教育科学系Ⅱ』第65集，
pp.23-60，2014 年 2 月
（その他）
1 .  井戸綾香・田部絢子・石川衣紀・内藤千尋・
髙橋智：発達障害者の「身体の動きにくさ」
の困難・ニーズに関する研究―本人調査を通
して―，『日本特殊教育学会第 50 回大会発
表論文集』，口頭発表O-45，明星大学日野キャ
ンパス，平成 25 年 8月
2 .  斉藤史子・田部絢子・石川衣紀・内藤千尋・
髙橋智：発達障害者の「食」の困難・ニーズ
に関する研究―本人調査を通して―『日本特
殊教育学会第 50 回大会発表論文集』，口頭
発表O-46，明星大学日野キャンパス，平成
25 年 8月
3 .  笹ヶ世菜生・田部絢子・石川衣紀・内藤千尋・
髙橋智：発達障害者の「皮膚感覚」の困難・
ニーズに関する調査研究―本人調査を通して
―，『日本特殊教育学会第 50 回大会発表論
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文集』，口頭発表O-47，明星大学日野キャン
パス，平成 25 年 8月
4 .  内藤千尋・田部絢子・髙橋智：少年矯正教育・
更生保護における発達障害問題の動向と特別
支援教育の課題，『日本特別ニーズ教育学会
第 19 回北海道大会発表要旨集』，pp.98-99，
北海道教育大学札幌校，平成 25 年 10 月
＜学会・社会的活動＞
・ 日本特殊教育学会会員
・ 日本教育学会会員（研究委員会社会貢献小委員
会幹事）
・ 日本特別ニーズ教育学会会員
・ 日本発達障害学会会員
・ 日本発達障害支援システム学会会員
大学　子ども学部発達臨床学科
・ 日本乳幼児教育学会
・ 日本質的心理学会
・ 日本保育学会
・ 日本子ども社会学会
・ 日本臨床発達心理士会
多喜乃　亮　介（心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理学会
・ 日本生理心理学会
・ 日本体育学会
・ 日本臨床神経生理学会
・ 日本睡眠学会
・ 都立小平西高等学校運営連絡協議会委員
・ 都立小平西高等学校運営連絡協議会評価委員
西園 マーハ 文（精神医学）
（著書）
1 .  摂食障害にみられるボディイメージの障害お
よび関連症状（共著）　平成 25 年６月　
    妄想の臨床　新興医学出版社　
    担当部分：p199-207
2 .  摂食障害治療最前線：NICEガイドラインを
実践に活かす（単著）　平成 25 年８月　
    中山書店
（学術論文）
1 .  摂食障害は，「エビデンスフリーゾーン」に
とどまるのか。　平成 25 年５月　日本社会
精神医学会雑誌 22 巻 2号　p82- 91
2 .  摂食障害と妊娠出産　平成 25 年５月精神科
治療学 28 巻 5号　p573-577
3 .  摂食障害が ”治る”とは？－摂食障害の経
過と予後平成 25 年６月摂食障害Update- 研
究と診療の最前線別刷　医学あゆみ　p110-
115
4 .  摂食障害の認知機能障害　平成 25 年 12 月　
臨床精神医学 42 巻 12 号　p1529-1543
5 .  摂食障害－NICEガイドラインについて　
    平 成 26 年 ３ 月　 調 剤 と 情 報 20 巻 3 号　
久保木　寿　子（日本文学）
（著書）
1 . 「『南院』の時空－『和泉式部日記』試論－」
（単著）平成 25 年５月　『中古文学』第 91
号　pp29-41
（学術論文）
1 . 「『和泉式部日記』叙述の方法」（単著）平成
26 年 3 月　白梅学園大学・短期大学　紀要
第 50 号　pp １-16　査読あり
＜学会・社会的活動＞
・ 中古文学会
・ 和歌文学会
・ 全国大学国語国文学会
・ 日本文学協会
・ 和漢比較文学会
・ 早稲田大学国文学会
佐久間　路　子（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本発達心理学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本心理学会
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p333-341
＜学会・社会的活動＞
（学会）
・ 過食症の治療における入院治療の位置づけ　平
成 25 年５月 23 日　第 109 回日本精神神経学
会，福岡
・ 精神科病院における過食症短期入院プログラム
の試み　平成 25 年５月 23 日　第 109 回日本
精神神経学会，福岡
・ 精神科病院における過食症短期入院プログラム
の試み－中間報告　平成 25 年 11 月２日　
  第 17 回日本摂食障害学会，神戸
・ 大学新入生女子に対する過食行動調査～EDI-2
および BITE を用いた検討～　平成 25 年 11
月２日　第 17 回日本摂食障害学会，神戸
（専門職向け講義）
・ 摂食障害の予防は可能か？－慢性化の時代に
最初の援助に期待されること－　平成 25 年 11
月３日　第 17 回日本摂食障害学会，神戸
・ 若い女性 /妊娠期にある女性の摂食障害　平成
25年 11 月 10 日　第 10回日本周産期メンタル
ヘルス研究会，東京
・ 摂食障害への対応 : 長期経過が明らかになった
現在，児童思春期に何をすべきか　平成 26 年
１月 11 日　第 21 回千葉児童思春期精神医学
研究会，千葉
・ 地域における産後メンタルヘルス～未治療例，
難治例の発見と対応～　平成 25 年７月９日　
第 7回多摩難治性うつ病研究会，東京
・摂食障害の治療　平成 25 年 10 月８日　帝京
大学医学部精神神経科症例検討会，東京
・ 摂食障害の理解と支援－思春期に何をしておく
べきか　平成 25 年 10 月 30 日　精神保健福祉
研修「思春期を考える」，東京
・ 摂食障害・パーソナリティー障害を合併する摂
食障害 [ 講義 ]　 平成 25 年 11 月６日　第 10
回摂食障害看護研修，国立精神・神経センター
精神保健研究所， 東京
・産後メンタルヘルスの問題を抱える母親への対
応　平成 26 年２月５日　中央区要支援家庭支
援検討会，東京
福　丸　由　佳（家族心理学・発達臨床心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本発達心理学会
・ 日本心理臨床学会
・ 日本家族心理学会
・ 日本心理学会
・ 日本家族研究・家族療法学会
・ 日本母性衛生学会
・ 日本臨床発達心理士会
・ 神奈川県臨床心理士会
・ 東京都臨床心理士会
・ American Psychological Association
・ American Association for Marriage and Family 
Therapy
堀　江　まゆみ（発達障害学）
（学術論文）
1 .  本田環，内山登紀夫，坂井聡，堀江まゆみ：
アスペルガー症候群に対する教職員の意識．
小児の精神と神経，第 53 巻第 2号，ｐ 125-
135，2013
2 .  内山登紀夫，堀江まゆみ：英国における発達
障害（自閉症スペクトラム障害）の対応困難
事例への治療的介入の関する研究．平成 25
年度厚生労働科学研究「青年期・成人期発達
障がいの対応今案ケースへの危機介入と治
療・支援に関する研究報告書 , ｐ 113-122，
2014
3 .  水藤昌彦，堀江まゆみ：諸外国での対応困難
ケースへの支援状況の調査・研究．平成 25
年度厚生労働科学研究「青年期・成人期発
達障がいの対応今案ケースへの危機介入と治
療・支援に関する研究報告書，ｐ 123-124，
2014．
4 .  堀江まゆみ：罪を問われた障害者への支援と
社会内訓練事業．共生社会を創る愛の基金
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25 年　萌文書林　子ども学第 1号　54-74
2 .  幼稚園・保育所の幼児教育とは何か－現場
と政策と研究の狭間に立って－　平成 25 年　
幼年教育研究年報 35 巻　5-13
3 .  保育者の専門性を高める実践研究とは？－保
育者が“無理なく”“楽しく”“継続的な”研
究を進めるために－　平成 25 年　幼年教育
研究年報 35 巻　17-23
4.  実践者と研究者の協働性に基づく質的研究の
可能性　平成 25 年　質的心理学フォーラム
日本質的心理学会 5巻　75
5.  実践現場における発達研究の役割：実践的研
究者と研究的実践者を目指して　平成 25 年　
発達心理学研究第 24 巻第 4号　407-416
6 .  ５歳児後期にみられる協同的な活動の分析　
平成 25 年　乳幼児教育学研究第 22 号　工
藤充枝・無藤隆・佐久間路子・齋藤久美子　
41-52
7 .  子どもの成長発達をめぐる諸問題（下）平成
25 年　家族裁判月報　第 65 巻第 5号 1-30
8 .  小学校生活科と幼児教育とのつながり－接続
期カリキュラムの検討をとおして－　平成
25 年　白梅学園大学　短期大学　教育・福
祉研究センター研究年報第 18 号
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理学会
・ 日本発達心理学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本保育学会
・ 日本乳幼児教育学会理事
・ 日本質的心理学会
・ 日本生活科・総合的学習教育学会
・ 文部省・教育研究開発評価協力者
・ 文部科学省・中央教育審議会教育課程部会委員
・ 日本学術会議連携会員
小保方　晶　子（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理臨床学会
2013 年度報告書，2013．
＜学会＞
・ 日本特殊教育学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本小児精神神経学会
・ 日本発達心理学会
・ 日本発達障害学会
・ 法と心理学会
・ 日本自閉症スペクトラム学会
・ 日本臨床発達心理士会
＜社会的活動＞
・ 東京都教育委員会特別支援教育就労支援アドバ
イザー
・ 神奈川県障害者施策審議会委員副会長
・ 東京都立小金井特別支援学校学校運営連絡協議
会委員
・ 千代田区高齢者・障害者虐待防止推進委員会委
員
・ 東村山市成年後見支援運営推進委員会委員長
・ 小平市教育委員会就労支援委員会専門委員
・ 東村山市教育委員会特別支援教育巡回指導専門
委員
・ 国分寺市本多公民館運営審議会委員
・ 共生社会を創る愛の基金企画委員
無　藤　　　隆（発達心理学）
（著書）
1 .  脳科学革命 脳と人生の意味　平成 25 年　
    新曜社　総頁 365
2 .  発達心理学Ⅱ　平成 25 年　東京大学出版会　
総頁 376
3 .  幼児教育のデザイン　保育の生態学　平成
25 年　東京大学出版会　総頁 253
4.  認定こども園の未来～幼保を超えて～　平成
25 年　フレーベル館　総頁 279
5.  発達心理学　平成 26 年　培風館　総頁 258　
無藤隆，若本純子，小保方晶子
（学術論文）
1 .  幼児教育から小学校教育への接続とは　平成
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・ 日本発達心理学会
・ 日本犯罪心理学会
・ 日本質的心理学会
・ 日本臨床心理士会
・ 日本心理学会入会
・ 日本教育心理学会
・ American Psychological Association
・ 日本家庭科教育学会
・ 府中市教育委員会学校評価委員
杉　山　貴　洋（造形教育学）
（その他）
1 .  2013 キッズデザイン賞感性・創造性部門受
賞　「こどもプレイログ Ver.2.0」発達に障
がいのある子どものワークショップ参加プロ
セスの研究（キッズデザイン協議会）
2 .  うらわ美術館「えっ？『授業』の展覧会～図
工・美術をまなび直す～」展，第２章「今日
の美術教育」美術教育の今（全国の先駆的な
事例紹介）出展
3.  私立大学戦略的研究基盤形成支援事業研究成
果報告書「遊びと学びのコラボレーションに
よる地域交流活性化システムづくりに関す
る研究 ～大学附属幼稚園を拠点として～」
（白梅学園大学附属幼稚園地域交流研究セン
ター）
4. 「ワークショップ参加児童の視覚的行動表示
方法」日本行動分析学会 第 31 回年次大会ポ
スター発表
＜学会・社会的活動＞
・ こども環境学会
・ 全国大学造形美術教育教員養成協議会（事務局）
・ 浦安市こども発達センター芸術療法グループ
造形ワークショップ講師
・ 船堀中央保育園，白河かもめ保育園，南砂さく
ら保育園，造形ワークショップ講師
・ 東京都美術館
［アクセス実践講座３：子どもの表現について］
［アクセス実践講座４：障がいのある子どもの
理解］
［アクセス実践講座５：障がいのある子どもの
ためのWS に向けて］
［日曜日スペシャル：障がいのある子どものた
めのワークショップ・１～６］
・ 群馬大学：アート・多文化・伝統・身体・メ
ディアを活用する表現と協同の創発的な学びの
場の開発「Formal × Informal Learning : ワー
クショップで何ができるNOか？」
・ 神奈川県三浦市市民活動活性化研修まちカル・
カレッジ「人気のワークショップつくり方講座」
・ ふぁみえーる：自閉症，学習障害，ADHD，ダ
ウン症など発達障害や発達が気になるお子さま
を持つ家族の応援サイト，インタビュー掲載
林　　　　　薫（小児栄養学）
（論文）
1 . 「科学的な概念の萌芽・拡大を支援する体験
型科学教育プログラムの展開」平成 26 年
３月　日本教材学会「教材学研究」第 25 巻　
pp215-222
（その他）
1 .  [ 受賞 ]第 7回キッズデザイン賞コミュニケー
ション分野・学び理解力分野受賞「子どもが
料理を好きになるとき」　平成 25 年７月
2 .  [ 発表 ]「食育でつなぐ地域と大学教育」　平
成 26 年３月　私立大学戦略的研究基盤形成
支援事業プロジェクト成果発表会
3 .  [ 掲載 ]
   「地域交流研究センターを拠点とした食育
ワークショップの開発と展開」　平成 25 年
７月　日本健康福祉政策学会「健康福祉政策
情報」NO.62
4.  [ 講演 ]「子どもの育ちと食」　平成 25 年８月　
白梅　保育・子ども学研修講座
5.  [ 講師 ]「子どもと親を考える講座・食をはぐ
くむ生活」　平成 25 年９月　白梅幼稚園
6 .  [ 掲載 ]「キッズデサインコンセプトブック
2013」　平成 25 年 10 月発行P.82
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itinerant consultation for inclusive preschool 
educat ion  in  Japan』　16th  European 
conference  on Developmental  psychology
（Lausanne， Switzerland），2013
2 .  [ 報告 ]　日本発達心理学会ニューズレター第
69 号　『発達心理学だからこそできる支援』　
2013
3 .  [ 学会発表 ]　日本心理学会第 77 回大会自主
シンポジウム　『私をめぐる物語へのディス
コース分析の挑戦』，　話題提供，　2013
4 .  [ 学会発表 ]　日本発達心理学会第 25 回大会
ラウンドテーブル　『巡回相談における保育
支援とは何か』，　企画，　2014
＜学会・社会的活動＞
・ 日本発達心理学会
・ 日本特殊教育学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本心理学会
・ 日本保育学会
・ 日本臨床発達心理士会
・ [ 講師 ] 八王子市幼稚園障害児等保育研修会
・ [ 講師 ] 八王子市保育園障害児等保育研修会
・[ 講師 ] 杉並区立済美養護学校校内研修会
福　島　　　円（臨床心理学）
（学術論文）
1 .  母子生活支援施設における心理職の役割　平
成 26 年 3 月　白梅学園大学・短期大学「紀
要第 50 号」
（その他・学会発表）
1 .  福島里美，福島円，鵜養美昭，2013，里親
の養育体験談が心理学初学者の里親イメージ
に及ぼす影響―心理学領域における里親養育
への理解者・支援者を開拓する試みとして
―，日本心理臨床学会第 32 回大会，301．
2 .  福島円，福島里美，鵜養美昭，2013，思春
期以降の里親養育における里子との関わりの
苦労と工夫，日本心理臨床学会第32回大会，
468．
7 .  [ 展示 ] 第 7 回キッズデザイン賞受賞巡回展・
食育ワークショップ映像　平成 25 年 11 月　
新潟県立自然科学館
8 .  [ 講師 ]「就学前までに身につけたい食育」　
平成 25 年 11 月　昭和愛育会法人研修
9.  [ 講演 ]「母子保健指導研修会・離乳食に困
る養育者をサポートする食育指導」　平成 25
年 11 月　日本家族計画協会
10.  [ 掲載 ]「幼児食」　平成 25 年 11 月　読売新
聞朝刊くらし面・子育てのコーナー
11.  [ 講師 ] クッキングワークショップ（6 回）　
平成25年 12～２月　地域交流研究センター
12.  [ 講座 ]「クッキングワークショップでの実践
と育ち」　平成 26 年３月　白梅幼稚園保護
者講座
13.  [ 講師 ]「幼児期における食育」　平成 26 年３
月　白梅幼稚園教諭研修会
14.  [ 掲載 ]「食育でつなぐ地域と大学教育」　平
成 26年３月　「地域と教育」27号 P.31 － 36
＜学会・社会的活動＞
・ 日本小児保健学会
・ 日本保育園保健学会
・ 日本栄養士会
・ 日本栄養改善学会
・ 全国小児栄養研究会（運営委員）
・ 日本公衆衛生学会
・ 日本家庭科教育学会
・ 日本栄養士会　研究・教育協議会研究運営部委
員
飯　野　雄　大（臨床発達心理学）
（著書）
1 . 『仲間とともに自己肯定感が育つ保育―安
心のなかで挑戦できる子どもたち』　共著　
2013 年　かもがわ出版　浜谷直人編
（その他）
1 .  [ 学 会 発 表 ]　 Asizawa Kiyone， Hamatani 
Naoto， Miyama  Gaku，  Iino  Takehiro， 
Igarashi Motoko， Tanaka Koji.　『A model of 
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大学　家族・地域支援学科
小　林　美由紀（医学・小児科学・小児保健学・
小児血液腫瘍学）
（著書）
1 .  保育士完全合格テキスト 2014 年版　平成 25
年 11 月　翔泳社
2 .  これならわかる！　子どもの保健演習ノート　
子育てパートナーが知っておきたいこと（改
訂２版）　平成 25 年 12 月 26 日　
    診断と治療社
（その他）
1 .  [ 講演 ]「子どもの健康について」平成 25 年
６月 25 日，平成 25 年 10 月 29 日，平成 26
年２月 21 日　国分寺市ファミリーサポート
センター
2 .  [ 講演 ]「子どもの病気と症状」平成 25 年７
月１日，平成 25 年 10 月 28 日　中野区ファ
ミリー・サポート事業
3 .  [ 講演 ]「子どもの保健とアレルギー」平成
25 年８月４日　白梅保育・子ども学研修講
座
4 .  [ 講演 ]「子どものアレルギー疾患への集団保
育での対応」平成 25 年９月５日　府中市私
立保育園研修会
5 .  [ 講演 ]「医学的にみた特別支援教育のあり方」　
平成 25 年 11 月１日　三市連携特別支援教
育講座
6 .  [ 講演 ]「発達障害とは何か　発達障害児との
接し方」平成 25 年 11 月８日　ほっとスペー
スさつき学習会
7 .  [ 講演 ]「子どもの健康・発達から考える子育
て」平成 25 年 11 月 10 日　育児・子育て学
校
8 .  [ 講演 ]「子どもの呼吸器症状への対応」平成
25 年 11 月 25 日　中野区ファミリ ・ーサポー
ト事業
9 .  [ 講演 ]「子どもの感染症と予防」平成 25 年
12 月２日　和光市みなみ子育て支援セン
ター
＜学会・社会的活動＞
・ 中野区ファミリー・サポート事業　医療アドバ
イザー
・ 骨髄移植調整医師
・ 医療事故相談センター　アドバイザー
・ 日本小児科学会
・ 日本小児保健学会
・ 日本小児血液学会
・ 日本小児がん学会
・ 日本血液学会
・ 日本臨床血液学会
・ 日本造血細胞移植学会
・ 日本緩和医療学会
・ 日本サイコオンコロジー学会
・ 日本輸血学会
・ 日本赤ちゃん学会
・ 日本保育園保健協議会
・ 日本子ども学会
3 .  S. Fukushima， M. Fukushima， Y. Ukai， 
2013，　Relationships between foster parents 
and foster children over feelings towards the 
birth parents –Interview survey  for  foster 
parents-， The 7th Conference of International 
Academy of Family Psychology， 204.
（競争的資金獲得状況）
1 .  平成 23 年 10 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日　
一般社団法人日本心理臨床学会平成 23 年度
研究助成金助成金交付番号Ｎｏ .2011．( ⅱ )
‐ 2　（分担研究者：福島里美，福島円，鵜
養美昭）　150 万円
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理臨床学会
・ 日本トラウマティック・ストレス学会　
・ 日本コミュニティ心理学会　
・ 日本学生相談学会　
・ 日本カウンセリング学会　
・ 日本家族心理学会 
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・ 日本学校保健学会
・ 日本保育学会
・ 日本医療保育学会
・ 日本チャイルド・ライフ研究会
関　谷　栄　子（看護学・介護福祉学）
（著書）
1 .  家族介護者の要介護認定結果満足度と要介護
認定の意識から要介護者支援体制の検証　平
成 25 年 8 月　白梅学園大学・短期大学　研
究年報 18 号
＜学会・社会的活動＞
（学会報告）
第 20 回日本介護福祉教育学会（福岡）当事者
（ALS）主体で学ぶ吸引技術の実践のこころ　
み 2013.8.29
・ 日本公衆衛生学会
・ 日本老年医学会
・ 日本看護科学学会
・ 日本介護福祉学会
・ 日本社会福祉学会
・ 日本介護福祉教育学会
・ 日本難病看護学会
・ 日本社会医学会　評議員
・ 東大和市地域福祉審議会委員
土　川　洋　子（介護福祉学）
（学術論文）
1 .  探索的因子分析演習のためのＷＥＢアンケー
トとＳＮＳの活用　平成 26 年 3 月　白梅学
園大学 短期大学「情報教育研究 17 号」
（その他）
1 .  [ 口頭発表 ] 当事者（筋萎縮性側牽硬化症
ALS）主導による特定者を対象とする吸引技
術の実地研修からの学び　共著　第 20 回日
本介護福祉教育学会　福岡　平成 25年 8月
＜学会・社会的活動＞
・ [ 講師 ] 東京都キャリア形成訪問指導事業研修
精神障害の理解と対応　平成 25 年 10 月～平
成 26 年 2月　施設訪問研修
・ 日本病院・地域精神医学学会
・ 日本介護福祉教育学会会員
・ 日本介護福祉士学会会員
・ 社会福祉法人東京緑新会障害者支援施設　多摩
療護園　オンブズパーソン（委員）
・ 社会福祉法人きょうされん　リサイクル洗びん
センター（就労継続支援B型事業所）　健康相
談
中　島　好　伸（アメリカ文学）
（著書）
1 .  ドライサーのヒューマニズムを求めて――
『「天才」』を中心に　平成 26 年３月　中
央大学出版部　大浦暁生監修『いま読み直
すアメリカ自然主義文学――視線と探究』
（pp.221-236）
＜学会・社会的活動＞
・ 新英米文学会
・ 日米文学会
・ 日本アメリカ文学会
・ Dreiser Society（アメリカ）
森　山　千賀子（介護福祉学・地域ケア）
（著書）
1 .  子ども・地域・家族が変わる　家庭訪問型子
育て支援ハンドブック－日々の支援に役立つ
技とコツ－　編著　平成 25 年 12 月　明石
書店
（学術論文）
1 .  フィンランドにおける外国人介護人材の教
育・訓練に関する一考察－社会的包摂を視点
にした移民者政策－　白梅学園大学・短期大
学「紀要 50 号」
（その他）
1 .  東京都小平市における在宅で介護する家族・
親族の様相－市の介護者調査・高齢者クラブ
調査から考える－　白梅学園大学・短期大学　
教育・福祉研究センター「研究年報」第 18
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号
2 .  日本労働者協同組合・日本高齢者生活協同組
合連合会編『介護職員初任者研修テキスト』
第 1 巻第 1 部第２章・第 4 部第４章，第 4
巻第 10 部第６章，第 5巻第 12 部第 1章
＜学会・社会的活動＞
[ 講師等 ]
・小平市介護予防見守りボランティア事業　９月
2･10･17 日，10 月 18・21 日（計 5回）
・小平市鈴木公民館　高齢者学級「超高齢社会に
向かって～さりげない見守りで支え合い～」
10 月 31 日
・東京都キャリア形成訪問指導事業研修　９月～
11 月
・シンポジウム「顔のみえる地域ネットワークづ
くり－小平西地区地域ネットワークの試み」（第
９回市民フォーラム）2014 年２月 22 
[ 学会発表 ]　
・外国人介護労働者の導入における人材育成の現
状と課題－フィンランドの事前教育との比較
において－　日本社会福祉学会 第 61 回秋期大
会：北星学園大学　9月 21 日
・在日コリアンと日本人がともに暮らす高齢者施
設における包摂的な介護実践－大阪・神戸・京
都の３施設の共通性と地域による相違性－　日
本介護福祉学会第 21 回大会
　熊本学園大学　10 月 20 日
・ 日本社会福祉学会
・ 日本社会福祉士会
・ 日本介護福祉学会
・ 日本介護福祉士会
・ 日本介護福祉教育学会
・ 日本世代間交流学会
・ 日本子ども虐待防止学会
・日本福祉図書文献学会
・社会福祉法人サンフレンズ理事・評議員
・ 一般社団法人地域ケア総合評価機構代表理事
・ NPO法人第 2こだま 小規模多機能型居宅介護
やまびこ運営推進会議委員
山　路　憲　夫（社会福祉学）
（著書）
1 . 「東日本被災地支援をどう進めるか――地域
包括ケアと公益学の観点から」( 公益研究
センター編「東日本大震災後の公益法人・
NPO・公益学」所収，2013 年７月，文眞堂 )
2 . 「高齢者虐待への対応の実際」「アルコール等
依存症への対応の実際」( 社会福祉士養成講
座編集委員会編「権利擁護と成年後見制度」
所収，2014 年 3 月，中央法規 )
（学術論文）
1 .  オランダの地域包括ケアの新たな担い手
「Buurtzorg」調査報告　白梅学園大学　短
期大学教育・福祉研究センター「研究年報Ｎ
Ｏ 18」　平成 25 年 8月
（その他）
1 . 「労働記者30年労組地盤沈下のワケを読む」
(2013 年 6 月，日本記者クラブ報所収 )
2 . 「地域包括ケアを考える」「安楽死」「医療と
介護の連携」「認知症ケア」( ウェブマガジ
ン「ケアＺｉｎｅ」所収，2013 年 12 月～
2014 年 3 月 )
＜学会・社会的活動＞
・ ［学会発表 ]　「東日本大震災被災地支援をどう
進めるか」(公益学研究センター第二回研究会，
2013 年 10 月 26 日 )
・ 社会福祉法人「つむぎ」理事長 (2012 年 5 月～
現在に至る )
・ NPO 福祉フォーラムジャパン副会長 (2009 年
5 月設立～現在に至る )
・ 在宅医療助成勇美財団専門委員 (2010 年 1 月～
現在に至る )
・ 東京都福祉サービス運営適正化委員会委員（苦
情処理担当）（2000 年 10 月から現在に至る）
・ 東京都小金井市社会福祉協議会ボランティアセ
ンター運営委員長 (2008 年 4 月～現在に至る )
・ 東京都小平市介護保険運営協議会会長 (2012 年
４月～現在に至る )
・ 東京都東村山市保健福祉協議会高齢者在宅計画
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・ 日本介護福祉学会
・ 日本難病看護学会
・ 日本介護福祉教育学会
・ 日本老年行動科学会
井　原　哲　人（児童福祉論）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会
・ 社会事業史学会
牧　野　晶　哲（ソーシャルワーク，社会福祉）
（学術論文等）
1 .  本学でのキャンパスソーシャルワーカー導
入に向けて　共著　2013.8　白梅学園大学
短期大学教育・福祉研究センター研究年報　
No.18　p103-109
（その他）
1 . ［講演］学校法人自由の森学園教職員研修会
「スクールソーシャルワークの機能と役割　
－活用のための手引き－」　2013.4
2 . ［講演］NPO法人東京シューレ・学校法人東
京シューレ葛飾中学校合同シンポジウム「東
京シューレの卒業生を受け入れて　－不登校
と就労・進学－」シンポジスト　2013.6
3 . ［講演］横浜市立公立学校事務職員研究協議
会研修会「児童生徒理解研修　－スクール
ソーシャルワークから児童生徒の理解を深め
よう－」　2013.8
4. ［講演］小平市西地区研修会「地域と作る子
どもの居場所　－杉並区での実践を通して
－」　2013.9
5. ［研修］NPO 法人日本スクールソーシャル
ワーク協会　スクールソーシャルワーク専門
講座「発達障害とスクールソーシャルワー
カー　－医学的視点を超えて－」　2013.10
6. ［講演］杉並区教育委員会　第 3回杉並区教
育相談研修会「スクールソーシャルワークの
現状と課題」　2013.10
＜学会・社会的活動＞
部会会長（2003 年 10 月～現在に至る）
・ 東京都東村山市保健福祉協議会委員 (2003 年
10 月～現在に至る )
・ 東京都国立市財政改革審議会副会長 (2012 年 4
月～現在に至る )
・ 東京都国立市介護保険運営協議会委員 (2006 年
10 月～現在に至る )
・ 東京都国立市在宅療養推進協議会座長 (2011 年
４月～現在に至る )
・ 北海道看護協会セカンドレベル研修「保健・医
療・福祉」講師 (2005 年 10 月～現在に至る )
・ 日本臨床倫理学会理事 (2013 年 3 月設立 )
・ 日本記者クラブ会員
・ 日本労働ペンクラブ会員
・ 公益研究センター研究会会員
杉　本　豊　和（社会福祉学）
（著書）
1 .  杉本豊和「実習記録ノートの活用方法」，福
祉臨床シリーズ編集委員会編『相談援助実
習・相談援助実習指導 [ 第２版 ] －ソーシャ
ルワーク現場実習・ソーシャルワーク実習
指導【社会福祉士シリーズ 22】』，弘文堂，
2014 年１月
＜学会・社会的活動＞
・ 世田谷区地域保健福祉審議会世田谷区障害者施
策推進協議会委員
・ 府中市障害者計画推進協議会委員
・ 府中市障害認定審査会委員
・ 日本社会福祉学会
・ 日本精神障害者リハビリテーション学会
・ 社会福祉法人ひばり福祉会理事
・ 社会福祉法人やまびこ会監事
・ 特定非営利活動法人あかね会理事
・ 社会福祉法人日野市民たんぽぽの会評議員
西　方　規　恵（介護福祉学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会
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短大　保育科
瀧　口　　　優（英語教育学・英米文学）
（著書）
1 . 『学力と学校を問い直す』 共著 第4章８節「真
の国際化を阻む『外国語＝英語』教育の流れ」
2014 年 3 月　かもがわ出版
（学術論文）
1 .  小平市における多文化共生の課題と提言　平
成 25 年 8 月　白梅学園大学　短期大学　教
育・福祉研究センター「研究年報第 18 号」
pp.47-56
2 . 「英語教育における小集団学習の今日的意義
と課題－共同学習を視野に入れて」　平成 26
年 3 月　白梅学園大学・短期大学「紀要第
50 号」
（報告等）
1 . 「教科横断型カリキュラムの意義と可能性」
単著 2013 年 11 月 日本児童英語教育学会関
西支部秋季研究大会報告
（総説等）
1 . 「2012 年度白梅学園大学地域交流研究セン
タープロジェクト報告」 単著 2013 年 5 月 教
育・福祉研究センター年報 18 号 pp.96-97
2 . 「子育て支援ネットワークづくりに関する研
究－行政，市民，大学との三者協働（１）－」 
単著 2013 年 5 月 教育・福祉研究センター年
報 18 号 pp.140-141
3 . 「父母と教師をつなぐものは－家庭訪問と学
級通信」 単著 2013 年 8 月 子どものしあわせ
750 号 ( 本の泉社）pp.22-25
4 . 「なぜベトナム，だからベトナム」 単著 2013
年 8 月 新英語教育 528   42-42
5 . 「小学校，中学校及び高等学校の学習指導要
領の実施等に関する意見（抄）」 単著 2014 年
1 月 英語教育（大修館書店）pp.86-89
6 . 「小学校英語活動を体験して」 単著 2014 年 2
月 新英語教育 534 号  pp.40-41
7 . 「白梅学園大学附属地域交流研究センタープ
ロジェクトに取り組んで」単著 2014 年 3 月 
地域と教育 pp.16-19
8 . 「多文化交流・児童文化研究プロジェクト報
告」単著2014年 3月地域と教育 pp.20-23
（社会的活動）
1 . 「変容する家族と地域」 単著 2013 年 10 月 子
ども支援士講座 一般社団法人教育支援人材
認証協会
＜学会・社会的活動＞
・ 新英語教育研究会（2010 年より会長）
・ 教育科学研究会 
・ 語学教育研究所
・ 映画英語教育学会
・ 日本イギリス児童文学会
・ 新英米文学会
・ 日本平和学会
・ 民主教育研究所
・ 平和の文化をきずく会
・ 世界幼児教育機構（ＯＭＥＰ）
・日本保育学会
・ 日本ユネスコ協会連盟
・ 特定非営利活動法人Ｃ．Ｐ．Ｉ．教育文化交流
・ 日本社会福祉学会
・ 日本学校ソーシャルワーク学会
・ NPO法人 日本スクールソーシャルワーク協会　
理事
・ 公益社団法人　東京社会福祉士会　スクール
ソーシャルワーク事業部　事業部長
・杉並区社会的居場所づくり支援事業（通称：杉
並中３勉強会＆高校アドバンス）代表責任者
・ NPO法人修復的対話フォーラム
久　田　はづき（社会福祉学・介護福祉学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会
・ 日本介護福祉会
・ 日本介護福祉教育学会
・ 社会福祉法人常成福祉会　第三者委員
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推進委員会
・ 日本児童英語教育学会（ＪＡＳＴＥＣ）
・ 日本教育学会
・ 総合人間学会
・ 日本世代間交流学会
中　山　正　雄（社会福祉学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会会員
・ 子ども家庭福祉学会会員
・ 全国子ども虐待防止学会会員
・ 日本児童養護実践学会　副会長
・ 知的障害者支援施設，知的障害児入所施設　友
愛学園　苦情解決第三者委員
・ 児童養護施設　二葉むさしが丘学園　苦情解決
第三者委員
・ 愛恵会乳児院スーパーバイザー
・ 乳児院（東京都内 2 施設） 運営改善委員会委員
長
・ 社会福祉法人　わらしこの会　理事長
花　原　幹　夫（造形教育学）
（学会口頭発表）
1 .  幼児の探求と表現１ 
    ―偶然出合った虹との対話―
    幼児の探求と表現２ 
    ―偶然出合った虹との対話―
    共同連続発表　2013.5　第 66 回　日本保育
学会
2 .  保育者養成における造形表現系の授業内容に
ついて３　単独 2013.9　第 52 回全国保育士
養成協議会　研究大会
3 . ［講師］「保育の中の造形表現」2013.6　子ど
もの文化研究所
4. ［講師］「子どもの造形表現と援助」2013.7　
東村山市公立保育士研修
5 . ［講師］「子どもと表現（絵の具を使った遊び
など）」2013.8　弘前大谷幼稚園職員研修
6 . ［講師］「子どもの豊かな造形表現を育くむた
めには」2013.8　白峰学園保育センター研修
7 . ［講師］「教員免許更新制講習」2013.8　白梅
学園大学
8. ［講師］「５歳児の造形」2013.9　子どもの文
化研究所
9. ［講師］「幼児の造形表現」2013.10　荒川区
立南千住第二幼稚園園内研修
10. ［講師］「４歳児クラスの保育実践（遊びの造
形）」2013.10　子どもの文化研究所
11. ［講師］「保育の中の造形表現」2013.10　子
どもの文化研究所
12. ［講師］「幼児の造形表現」2013.11　調布多
摩川幼稚園職員研修
13. ［講師］「子どもの表現（主に造形）」2013.11　
常葉学園大学
14. ［講師］「子どもとおもちゃについて」
2013.12　飯能市子育て支援センター
15. ［講師］「子どもの造形表現」2013.12　清瀬
市公立保育士研修
16. ［講師］「幼稚園研究発表会・シンポジウム」
2014.2 東京都荒川区教育委員会
17. ［講師］「子どもの感性と表現（主に造形）に
ついて」2014.2　春日保育園保育士研修
18. ［講師］「親子の造形ワークショップ」2014.3　
多摩六都科学館　他
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 子ども環境学会
・ 日本赤ちゃん学会
・ 絵本学会
・ 社会福祉法人わらしこの会　わらしこ保育園　
苦情処理第三者委員
・ 学校法人佐藤学園　東立川幼稚園　理事
吉　川　研　二（生態学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本生態学会
・ 個体群生態学会
・ 日本土壌動物学会
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・ 日本動物行動学会
・ 沖縄生物学会
・ 日本昆虫学会
・ 日本環境教育学会
・ 群馬野外生物学会
・ 日本生物地理学会
・ 日本昆虫分類学会
若　松　美恵子（体育学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本体育学会
・ 舞踊学会
・ 日本保育学会
・ 日本発育発達学会
・ 東京都女子体育連盟副会長，幼児部会会長
・ 日本女子体育連盟特別会員
・ 全国表現運動・ダンス授業研究会
小　松　　　歩（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本特殊教育学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本発達障害学会
・ 日本 LD（学習障害）学会
・ 日本保育学会
・ 特別なニーズ教育とインテグレーション
（SNE）学会
・ 日本発達心理学会
・ 赤ちゃん学会
・ 立川市委嘱「夢育て・たちかわ　子ども 21 プ
ラン　第 2期推進委員会委員長」
長　井　覚　子（音楽教育学）
（学術論文）
1 . 「音楽教育学における『記録』」『音楽教育学』
第 43 巻第 2 号，29 ～ 36 頁，平成 25 年 12
月　共著
2 . 「大正から昭和初期の倉橋惣三における唱
歌・遊戯論」白梅学園大学・短期大学「紀要
第 50 号」，１～ 16 頁，平成 26 年 3 月　単
著
（その他）
1 . 「子どもの表現と日本の伝統音楽④―どのよ
うに出会うか―」日本保育学会第 66 回大会
口頭発表，平成 25 年５月　共著
2 . 「子どもの表現と日本の伝統音楽⑤―囃子を
題材とした実践の報告―」日本音楽教育学会
第 44 回大会口頭発表，平成 25 年 10 月 共著
3 . 「史料としての保育実践記録を考える」日本
音楽教育学会第 44 回大会：プロジェクト研
究Ⅰ「音楽教育学における『記録』」，平成
25 年 10 月　単著
＜学会・社会的活動＞
[ ワークショップ ]
・ 「みんなで歌うの楽しいな―音楽活動を楽しみ
ながら豊かな情操を育てていく」園内研修講師
私立太陽保育園（足立区），平成25年10・11月，
平成 26 年 2月
・ 幼児を対象とした表現活動のワークショップ，
足立区立おおやたこども園，平成 25 年７月，
平成 26 年 1・2月
・ 幼児を対象とした表現活動のワークショップ， 
私立麗和幼稚園（埼玉県浦和市）平成 26 年 2
月
[ 所属学会 ]
・ 日本音楽教育学会
・音楽教育史学会
・東洋音楽学会
・日本保育学会
・日本乳幼児教育学会
・幼児教育史学会
・日本音楽教育学会広報委員
・東洋音楽学会参事（平成 25 年 9月まで）
源　　　証　香（保育学）
（学術論文）
1 .  福祉教科書 保育士完全合格テキスト 下 
２０１４年版（共著）平成 25 年 11 月　翔
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泳社　保育原理・保育実習理論
2 .  学園東地区の 37 年間を経ての育児・子育て
を巡る地域調査から（共著）白梅学園大学・
白梅学園短期大学教育・福祉研究センター年
報No18　57 － 67 ページ　平成 25 年
3. 「保育内容」研究のあり方に関する一考察 －
保育者養成校における担当教員の専門分野
の実態調査から－（共著）　埼玉大学教育学
部附属教育実践総合センター紀要（13）9 －
16 ページ
（その他）
1 .  宮原慈光保育園園内研修講師
平成 26 年 3月 24 日～ 25 日
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 法と教育学会
・ 赤ちゃん学会
・ 子どもの人権研究会　事務局
小笠原　明　子（障害児保育・野外保育論）
（その他）
1 .  野外保育における発達が気になる幼児の行動
変化と保育士の関わり　共著　平成 25 年 5
月　日本保育学会第 66 回大会
2 .  保育における幼児の身体感覚の気になる行動
の改善（１）　共著　平成 25 年 5 月　日本
保育学会第 66 回大会
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本特殊教育学会
・ 日本乳幼児教育学会
・ 日本発育発達学会
　
酒　本　知　美（社会福祉学）
（著書）
1 .「第 4 章　精神保健福祉政策を通して構想す
る多元的共生社会」pp78-95，菅沼隆，河東
田博，河野哲也編『多元的共生社会の構想』
    現代書館， 2014
（その他）
1 . 「第 4 章 2 節　障害児（者）の支援と施設の
役割」pp91-93，民秋言，安藤和彦，米谷光弘，
中山正雄編著『新　保育ライブラリ　保育の
現場を知る　施設実習 [ 新版 ]』北大路書房， 
2014
2 .  [ 講演 ]「精神保健福祉政策を通して構想する
多元的共生社会」立教大学社会福祉研究所公
開セミナー「多元的共生社会の構想」
    2014 年 2 月 22 日（土），立教大学
＜学会・社会的活動＞
・ 社会福祉学会
・ 地域福祉学会
・ 全国障害者生活支援研究会
・ 立教大学社会福祉研究所研究員
・ やどかり研究所研究員
吉　田　久　実（児童学）
（その他）
1 .  第 16 回絵本学会　口頭発表　絵本からはじ
まる絵本づくり～子どもたちとパロディ～　
平成 25 年 6月 16 日　静岡文化芸術大学
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 教育心理学会
・ 絵本学会
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